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第
五
条
の
九
第
七
項
中
「
第
五
条
の
六
第
十
七
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
十
四
項
」
に
、「
第
二
項
及
び
第
四
項
又

は
第
二
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
項
及
び
前
項
又
は
第
四
項
及
び
前
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
二
の
二
及
び
第
五
条
の
十
三
を
削
る
。

第
五
条
の
十
四
第
二
項
中
「
別
表
第
六
」
を「（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
六
」
に
改
め
、
同
条

を
第
五
条
の
十
三
と
す
る
。

第
五
条
の
十
四
の
二
を
第
五
条
の
十
四
と
す
る
。

第
五
条
の
十
五
の
見
出
し
中
「
機
械
等
」
を
「
特
定
機
械
装
置
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
七
を
削
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
建
築
基
準
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）」を
加
え
る
。

第
七
条
第
三
号
中
「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
二
及
び
第
七
号
ロ
中
「
も
の
で
あ
る
」
を
削
り
、
同
項
第
八
号
を
削
り
、
同
項

第
八
号
の
二
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
八
号
の
三
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
三
に
掲
げ
る
」
を
「
第
三
十

一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
三
」を「
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
三
イ
」を「
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
三
ロ
」
を

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
二
ロ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
の
二
と
し
、
同
項
第
九
号
イ
中
「
第

二
十
条
の
二
第
十
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
同
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」に
改
め
、

同
項
第
十
二
号
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二

項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
を

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
の
二
中
「
第
三
十

一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
の
二
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
に
、「
同
項
第
九
号
の
二
」
を
「
同
項
第

十
号
」
に
、「
同
条
第
二
項
第
九
号
の
二
」
を
「
同
条
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項

第
十
四
号
中
「
法
人
（
当
該
一
団
の
宅
地
の
造
成
が
土
地
区
画
整
理
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九

号
）」を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
八
号
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の

二
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
九
号
の
二
」

を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二

十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
第

一
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
か

ら
第
十
五
号
ま
で
」
に
、「
同
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
同
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
」
に
改

め
、
同
号
イ

及
び
ロ
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二

第
二
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
同
条
第
二
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
を

「
同
条
第
二
項
第
十
三
号
若
し
く
は
第
十
四
号
」
に
、「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十

三
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
、「
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
、「
同
条
第

二
十
五
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
十

四
号
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
」
に
、「
同
項
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
」
及
び「
こ
れ
ら
の
規
定
」

を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

及
び
ハ
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
」
を
「
第
三
十

一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
同
条
第
二
項
第
十
二
号
又
は
第
十
四
号
」
を
「
同
条
第
二
項

第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
五
項
又
は
第
二
十

六
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
又
は
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二

項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三

項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
に
、「
同
条
第
二
十
四
項
又
は
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
三

項
又
は
第
二
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
四
項
に
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
に
」
に
、「
同
条
第
二
十
六
項
の
承
認
に

あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
十
五
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
の
承
認
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
各
号
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
各
号
」
に
、「
同
条
第
二
十

六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
五
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二

十
条
の
二
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
五
項
又
は
第
二
十
六
項
」
を
「
同

条
第
二
十
四
項
又
は
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」に
、

「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
イ
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第

二
十
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
」
を「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
第
三
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「
第
三

十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第

二
十
七
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
造
成
等
事
業
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
六
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良

住
宅
地
造
成
等
事
業
」
に
、「
同
条
第
二
十
七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
六
項
」
に
、「
第
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
二
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
十
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
及
び
第
四
号
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
四
項
、
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
、
第
二
十
五
項
」
に
、「
第
二
十

七
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
五
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項

と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第

二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
す
る
。

第
十
三
条
の
五
第
三
項
中
「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
五
項
第
三
号
イ
中
「
並
び
に
児
童
福
祉
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）」を
加

え
、
同
項
第
五
号
の
七
イ
中「（
同
法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削

り
、「
又
は
建
築
施
設
の
部
分
」
を
「
若
し
く
は
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
が
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
資
産
又
は
同
法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
施
設
の
部
分

若
し
く
は
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又

は
第
三
項
」
を
、「
第
八
十
七
条
」
の
下
に
「
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
」
を
加
え
、
同

項
第
五
号
の
八
イ
中
「
第
二
百
十
二
条
第
三
項
（
」
を
「
第
二
百
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
施
設
建
築
物

の
一
部
等
若
し
く
は
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
に
つ
い
て
の
借
家
権
が
与
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
資
産
又

は
」
に
、「
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
防
災
施
設
建
築
物
の
一
部
等
又
は
防
災
建
築
施

設
の
部
分
」
を
「
読
み
替
え
ら
れ
た
同
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
建
築
施
設
の
部
分
若
し
く
は
防
災
施
設
建
築
物
の
一

部
に
つ
い
て
の
借
家
権
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
百
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
、「
第
二
百
二

十
一
条
」
の
下
に
「
又
は
第
二
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
」
を
加
え
、同
項
第
十
一
号
中「
資

産

当
該
資
産
の
あ
る
」
を「
土
地
の
上
に
あ
る
資
産
又
は
そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
建
物
に
係
る
配
偶
者
居
住
権（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
対
象
資
産
」
と
い
う
。）
こ
れ
ら
の
」
に
、「
当
該
土
地
」
を
「
こ
れ
ら
の
土
地
」
に
、「
当
該

資
産
及
び
当
該
資
産
」
を
「
当
該
対
象
資
産
及
び
当
該
対
象
資
産
」
に
、「
、
当
該
資
産
」
を
「
、
当
該
対
象
資
産
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

法
第
三
十
三
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
権
利

当
該
権
利
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
配
偶
者
居
住
権

の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
若
し
く
は
当
該
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
等
の
収
用
若
し
く
は
使
用
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
、
当
該
建
物
若
し
く
は
当
該
土
地
等
に
係
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
者
又

は
当
該
建
物
若
し
く
は
当
該
土
地
等
に
係
る
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
者
の
当
該
権
利
に
係
る
対
価
又
は
補

償
金
が
同
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
並
び
に
当
該
対
価
又
は
補
償
金
に
関
す
る
明

細
書
（
こ
れ
ら
の
者
が
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
権
利

に
係
る
当
該
建
物
若
し
く
は
当
該
土
地
等
に
つ
き
第
二
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
又
は
第
四
号
の
五
か
ら
第
五

号
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
わ
り
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
公
共
団
体

が
財
産
を
提
供
し
て
設
立
し
た
団
体
が
当
該
対
価
又
は
補
償
金
の
支
払
を
す
る
と
き
は
、
当
該
証
す
る
書
類
で

当
該
支
払
を
す
る
者
の
名
称
及
び
所
在
地
の
記
載
が
あ
る
も
の
及
び
当
該
支
払
を
す
る
者
の
当
該
対
価
又
は
補

償
金
に
関
す
る
明
細
書
）

第
十
四
条
第
九
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
十
九
項
第
一
号
中
「
自
動
車
分
解
整
備
事
業
」
を
「
自
動
車
特
定
整
備
事
業
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
三
の
見
出
し
を「（
特
定
期
間
に
取
得
を
し
た
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
特
別
控

除
）」に
改
め
る
。
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